
　
国
勢
調
査
は
、
日
本
に
住
ん
で
い
る
全
て
の

人
お
よ
び
世
帯
を
対
象
と
し
た
大
規
模
な
統
計

調
査
で
、
わ
が
国
の
人
口
・
世
帯
の
実
態
を
明

ら
か
に
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
施
策
の
基
礎
資
料
と

し
て
活
用
す
る
た
め
の
重
要
な
調
査
で
す
。

　
10
月
１
日
を
基
準
日
と
し
て
、
９
月
ご
ろ
か

ら
市
が
お
願
い
し
た
調
査
員
が
皆
さ
ま
の
お
宅

を
訪
問
し
ま
す
。

　
今
回
の
国
勢
調
査
で
は
、
パ
ソ
コ
ン
や
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
に
よ
る
オ
ン
ラ
イ
ン
回
答
を
推

進
し
て
い
ま
す
。

　
皆
さ
ま
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

問
合
先
／

▼
国
勢
調
査
実
施
本
部

（
42
）１
０
１
１（
専
用
電
話
）ま
た
は

▼
本
庁
企
画
政
策
課

（
23
）５
１
１
１（
内
線
４
８
５
１
）

個人情報は厳格に保護されます
○�国勢調査では、統計法によって、厳格な個人情報保護が
定められています。

○�国勢調査員は、封のされた調査票は開封せず、そのまま
市に提出します。

○�国勢調査に従事する者には、統計法による守秘義務が課
せられています。

「かたり調査」にご注意を
国勢調査などの公的な調査をかたり、個
人情報を引き出そうとするなどの「かたり
調査」事例が発生しています。不審な電話
や訪問があった場合は、速やかに問合先
までご連絡ください。

インターネットで
回答できます

国勢調査は、パソコンやスマートフォン
などのインターネットで、より便利で簡
単に回答できます。

令
和
２
年
10
月
１
日

国
勢
調
査
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

調 査 の な が れ

９月ごろに国勢調査員
が皆さまのお宅を訪問
し、調査説明のちらし
や調査票などと一緒に
オンライン回答に必要
な｢ID・パスワード」を
配布します。

単身の方、学生の方、
未成年の方、外国籍
の方など、国内に普
段住んでいる全ての方
が調査の対象です。

回答方法は２通り
①配布された｢ID・パ
スワード｣で、パソコ
ンやスマートフォン
で回答
②紙の調査票に必要
事項の回答を記入し
て返送

提出された調査票は、
記入漏れなどがないか
審査し、調査結果に
反映されます。
＊市から電話で内容の確
認をさせていただく場
合があります。

開始100年の国勢調査、はじまります

ご安心くださ
い！
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◀︎市ホームページ
　採用情報

一次試験日

9/20
（日）

職　種 区　分 年齢要件 主な受験資格 人　員
一 般 事 務 上級職 27歳以下  ・大学卒業者または卒業見込みの者（以下、上級職同様） 若干名

建 築 技 師 上級職 27歳以下  ・ 採用時において、一級建築士の資格を有する者または卒業見込みの者で職種に必要な
学科を専攻し、採用後一級建築士の受験資格取得後３年以内に同資格を取得できる者 若干名

土 木 技 師 上級職 27歳以下  ・職種に必要な学科を専攻した者 若干名

保 健 師 上級職 27歳以下  ・採用時において、保健師の資格を有する者 若干名

建築技師
上 級 職
UIJターン枠

28歳以上
35歳以下

 ・鹿児島県外に居住している者（令和２年７月１日現在）
 ・ 鹿児島県外に本社・本庁など所在地を置く民間企業または公的機関における職

務経験が直近６年中５年以上ある者
＊建築技師は、採用時において一級建築士の資格を有する者
＊土木技師は、採用時において一級土木施工管理技士の資格を有する者

若干名
土木技師

建築技師
初 級 職
UIJターン枠

28歳以上
35歳以下

 ・高校卒業者または卒業見込みの者
 ・鹿児島県外に居住している者（令和２年７月１日現在）
 ・ 鹿児島県外に本社・本庁など所在地を置く民間企業または公的機関における職

務経験が直近８年中７年以上ある者
＊建築技師は、採用時において一級建築士の資格を有する者
＊土木技師は、採用時において一級土木施工管理技士の資格を有する者

若干名

土木技師

＊年齢要件は、令和３年４月１日時点においての年齢。　　＊卒業見込みは、令和３年３月までに卒業する見込みの者。
＊職務経験は、令和２年３月31日時点。　　　　  　　　　＊大学は、短期大学を除く。　
＊UIJターン枠は、全国各地約200カ所の試験センターにおいて、９月10日（木）〜９月20日（日）の間、受験できます。

募集職種は次のとおりです。
 ・一般事務、建築技師、土木技師、電気技師、農業技師【野菜】、畜産技師、消防職

～初級職の採用試験について～
　新型コロナウイルスの感染拡大の影響により、全国の高等学校で臨時休業がなされたことで高等学校で行う就職準備期間が
短くなり、生徒が不安を抱えたり、不十分な準備のまま就職活動に臨むことへの支障を考慮し、令和３年３月新規高等学校卒業
者の選考開始日が１カ月延期（令和２年10月16日以降）すると厚生労働省から発表されたことを受け、初級職の採用試験を
令和２年10月18日（日）に実施します。初級職採用試験の詳細につきましては、８月10日号の広報薩摩川内に掲載します。

　看護師、随時募集しています。

Let’s try it!君の可能性を薩摩川内で

令和２年度　

薩摩川内市職員募集
上�級�職・U�I�J ターン枠 採用予定日：令和３年４月１日

【      直接・郵送      】 令和２年７月 15 日（水）～８月 14 日（金）
【インターネット申込】 令和２年７月 15 日（水）～８月 12 日（水）受付期間

詳しくは、市ホームページをご覧ください。　　　　　
問合先／総務課　人事グループ（内線4522）  　　　　　
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な な ふ み みんなのみんなのみんなの

「防災研修センターをご利用ください。」　【問合先　（22）0135　予防課】

薩摩川内市消防局 検  索編集／薩摩川内市消防局予防課　http://www.satsumasendai.lg.jp

　平成18年７月19日から23日にかけて、梅雨前線の活動が活発化し、薩摩地方北部を中心
に記録的な大雨となりました。
　鹿児島県北部を流れる川内川の総雨量は、多いところで1 ,000㎜を超え、この雨量は全
国平均の年間３６５日に降る雨の約70％が５日間で降るという猛烈な雨でありました。約
５万人に避難勧告が発令され、死者５名、負傷者９名、浸水家屋2,347戸、浸水面積は
2,777haに及び、薩摩川内市久住町の久住橋が崩壊するなどの甚大な被害が発生しました。
　この水害は「７.23（ななふみ）災害」と呼ばれ、14年

の月日が経とうとしています。近年でも、梅雨前線、台風、異
常気象などにより、全国各地で自然災害が頻発しており、７.23災害のような
水害が再び、いつ発生するかもわかりません。今一度、災害への心構えや備え
をしておきましょう。

令和２年度全国統一防火標語　『　その火事を　防ぐあなたに　金メダル　』

7．23災害から14年

自然災害から身を守るために　 できること！今

令和２年度全国統一防火標語　『　その火事を　防ぐあなたに　金メダル　』

熱 中 症　～このような症状が出たら救急車の要請を！～

自分で水分補給ができない
！ 脱力感や倦

けん

怠
たい

感が強く、
動けない場合や意識がない場合

！
全身のけいれんがある

！

救急隊からのお知らせ

防災について家族で話し合おう

①�家族一人一人の役割分担を確認
する。

②�家屋内外の危険箇所を確認し
て、補強などの対策をする。

③非常持ち出し品を確認する。
④�緊急時の連絡方法や、避難場所
を確認する。

□�懐中電灯
□�非常食・水
□�携帯ラジオ
□�貴重品
□�救急薬品・常備薬
□�お薬手帳　など

【非常持ち出し品】

避難ルートを歩いてみよう

　実際に避難所まで歩いてみて、危険箇所を通らない
ルートを確認しておきましょう。また避難の際は、非常
持ち出し品はリュックなど、両手が使えるものを用意
し、なるべく夜の暗い時間帯の避難をせず、早めの避難
を心掛けましょう。
　事前に防災マップに目を通
し、あらかじめ自宅周辺の危
険箇所を把握して、災害を想
定しておくことも大切です。

薩摩川内市消防局１階の
防災研修センターにて、
暴風雨や地震、煙など
の模擬体験ができます！
災害の恐さを体感し、防
災知識を養いましょう！ 防災マップを

活用しましょう！
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「まちの話題」は、市民の皆さんから情報提供をいただき、身近な話題を掲載しています。ぜひ投稿ください。

３自治体共同マスク輸入引渡式
　５月に薩摩國広域輸出促進協議会が阿久根市・日
置市・本市で設置されたことを受け、６月３日（水）
新型コロナウイルス感染症対策として、マスク 72
万枚（本市 50万枚）を共同輸入し、その引渡式が行
われました。（写真左：阿久根市長、写真右：日置市長）
　本協議会は、人
口減による国内市
場の縮小を視野
に、市内産品など
の新たな販路とし
て海外市場への展
開を見据え実施さ
れたものです。

県文化財に指定「入
い り

来
き

神
か ん

舞
ま い

」
　４月 28 日（火）、入来町の伝統行事「入来神舞」が
県無形民俗文化財に指定され、６月５日（金）に市役
所本庁で藤

ふじ

田
た

芳
よし

昭
あき

教育長（写真右）から入来神舞保存
会の是

これ

枝
えだ

政
まさ

文
ふみ

会長（写真左）へ指定証書の伝達が行わ
れました。入来神舞は、戦後復活して以降、大宮神
社の例祭（11 月 23 日と大みそか）で 50 年近く絶え
ず奉納され続けてきたものです。

大原野池に新しい生命の誕生
９羽のかわいいひな鳥が誕生。その泳ぐ姿などが愛ら
しいと地域の話題になっていました。
　残念ながら、数日後にカルガモ親子は、引っ越しを
したのか、今は見ることができなくなってしまいまし
たが、 山さんは「また来年、ひな鳥たちが帰ってくる
のを楽しみにしようと思います」と話してくれました。

　今年４月に川永野町にオープンした大原野池公園に、
カルガモの親子が姿を現しました。
　近所に住む 山

やま

ひかるさんが日課としている公園の
散歩中に、公園管理の方から卵を温める親鳥を発見し
たよと声を掛けられました。
　それから、子どもたちと毎日観察していたところ、

Good for Communication !
英語の授業でフェイスシールドを活用
　市内の小・中・義務教
育学校では、ＡＬＴ（外国
語指導助手）やＥＳＴ（小
学校英語指導支援員）が
フェイスシールドを使用
して授業を行っています。
　これは、新型コロナウ
イルス感染症対策をしな
がら、発音練習やコミュ
ニケーション活動のため
に、口元や表情が見える
よう配慮したものです。

難関突破　全経簿記上級の合格
　川内商工高校３年の松

まつ

田
だ

大
ひろ

輝
き

さん（高江町）が、今
年２月に行われた全国経理教育協会簿記能力検定上
級に合格率 15.27％とい
う難関を突破し、見事合
格。同校の簿記同好会に
所属し、県内で唯一の合
格者となった松田さん
は、この合格で得た税理
士試験の受験資格を手に
将来の夢である税理士を
目指して、さらに勉学に
励んでいくと話されまし
た。

＊撮影のときだけマスクを外しています。

▲川内中央中学校での授業の様子＊撮影のときだけマスクを外しています。
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春日神社

宮崎公民館

アミズダイナー

力也園株式会社

ローソン

宮崎交差点

九
州
新
幹
線

川
内
駅

鹿
児
島
本
線

3
36

第13回　
宮
崎
町
で
、
地
元
の
方
が
ほ
と
ん

ど
一
人
で
山
を
切
り
開
い
て
公
園
を

作
っ
ち
ゃ
っ
た
っ
て
話
が
飛
び
込
ん

で
来
ま
し
た
。

　
公
園
っ
て
個
人
レ
ベ
ル
で
作
れ
る

も
の
な
の
⁉
広
さ
は
？

　
こ
れ
は
ぜ
ひ
行
っ
て
み
な
い
と
。

春
日
神
社
の
春
日
の
杜も
り
広
場

　
そ
の
場
所
は
、｢

春
日
神
社
に

行
け
ば
分
か
る｣

と
い
う
言
葉
を

頼
り
に
、
宮
崎
町
の
高
台
に
あ
る

春
日
神
社
を
訪
れ
る
と
、
そ
の
隣

に
広
が
る
巨
大
な
空
間
を
発
見
し

ま
し
た
。

　
足
を
踏
み
入
れ
る
と
、
遊
具
施

設
な
ど
は
な
く
、
公
園
と
い
う
よ

り
は
、
広
場
と
い
う
方
が
し
っ
く

り
く
る
趣
き
で
、
東
屋
や
ベ
ン
チ
、

植
栽
さ
れ
た
木
な
ど
が
見
え
ま
す
。

　
散
策
す
る
と｢

春
日
の
杜
広
場｣

と
掲
げ
ら
れ
た
看
板
の
そ
ば
で
作

業
を
し
て
い
る
人
を
見
掛
け
ま
し
た
。

　
も
し
か
し
た
ら
、
う
わ
さ
の｢

ほ
と

ん
ど
一
人
で
作
っ
ち
ゃ
っ
た
人｣

？

　
ち
ょ
っ
と
聞
い
て
み
ま
す
。

　
作
業
を
さ
れ
て
い
た
の
は
、
神

社
総
代
の
藤ふ
じ
田た

三み
つ
保ほ

さ
ん
。

　
ほ
と
ん
ど
毎
日
、
朝
の
涼
し
い

時
間
に
来
て
作
業
を
さ
れ
て
い
る

と
の
こ
と
で
す
。
う
わ
さ
の
人
で

し
た
。
さ
っ
そ
く
取
材
開
始
で
す
。

き
っ
か
け

　
春
日
神
社
は
昔
か
ら
地
元
の
人

に
愛
さ
れ
て
い
る
神
社
。
老
朽
化
も

あ
っ
て
２
年
前
に
約
５
０
０
万
円

を
か
け
て
拝
殿
を
改
築
し
た
の
を

き
っ
か
け
に
、
神
社
の
あ
る
こ
の

山
も
な
ん
と
か
で
き
な
い
か
っ
て

み
ん
な
で
考
え
る
機
会
に
な
り
ま

し
た
。

　
そ
ん
な
時
、
自
治
会
で
開
催
し

た
宮
崎
フ
ェ
ス
タ
で
出
さ
れ
た
古

い
一
枚
の
写
真
に
み
ん
な
の
目
が

止
ま
り
ま
し
た
。

　
そ
れ
は
、拝
殿
か
ら
、今
と
な
っ

て
は
木
が
覆
い
茂
っ
て
見
え
な
く

な
っ
て
し
ま
っ
た
県
道
を
写
し
た

写
真
で
し
た
。｢

昔
は
、
こ
こ
か
ら

県
道
が
見
え
た
ん
だ
…｣

　
そ
の
声
を
聞
い
た
藤
田
さ
ん
は
、

一
念
発
起
。
あ
る
思
い
が
沸
き
起

こ
り
ま
し
た
。

取
り
戻
し
た
い
風
景

　
山
が
自
治
会
の
所
有
に
な
っ
た

こ
と
も
幸
い
し
て
、
藤
田
さ
ん
は

あ
る
日
、
自
治
会
長
に
こ
う
相
談

し
ま
し
た
。

　｢

こ
こ
を
整
備
し
て
、
県
道
と

花
火
が
見
え
る
よ
う
に
し
た
い
！｣

　
宮
崎
自
治
会
の
川か
わ

東ひ
が
し

憲け
ん

次じ

郎ろ
う

会

長
は
、
快
く
賛
同
し
、
自
治
会
の
総

会
で
も
取
り
上
げ
、
み
ん
な
の
同
意

を
取
り
付
け
て
く
れ
ま
し
た
。

　
こ
う
し
て
、
失
わ
れ
た
風
景
を

取
り
戻
す
べ
く
、
藤
田
さ
ん
は
、

昨
年
の
３
月
26
日
か
ら
、
全
て
手

作
業
で
、
住
民
が
集
え
る
憩
い
の

場
を
作
り
始
め
た
の
で
す
。

神社

広 場

東
屋

ベンチ

木々

花 

壇

～宮崎町に
　公園が出現 !?編～
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余
っ
た
材
木
で
ベ
ン
チ
を
作
る

と
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会
が
、

同
じ
く
材
木
で
作
っ
た
テ
ー
ブ
ル

を
設
置
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
、
地
元
の
林
業
会
社
は

｢

ベ
ン
チ
や
テ
ー
ブ
ル
に
使
っ
て

ほ
し
い｣

と
、
余
っ
た
材
木
を
提

供
し
て
く
れ
ま
し
た
。

動
き
出
し
た
地
域

　
市
の
花
い
っ
ぱ
い
運
動
の
補
助

金
を
活
用
し
て
、
花
壇
を
整
備
す

る
と｢

花
壇
に
使
っ
て｣

と
庭
の
花

を
提
供
し
て
く
れ
る
方
や
家
か
ら

花
を
持
っ
て
き
て
植
え
て
く
れ
る

方
も
現
れ
ま
し
た
。

　
作
業
を
進
め
て
い
く
う
ち
に
、

手
伝
っ
て
く
れ
る
自
治
会
の
有
志

も
自
然
と
集
ま
っ
て
き
て
く
れ
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。　

　
藤
田
さ
ん
の
思
い
と
行
動
が
歯

車
と
な
っ
て
、
つ
い
に
地
域
が
動

き
始
め
た
の
で
す
。

　
川
東
会
長
は
、｢

広
場
の
名
前

も
自
治
会
で
公
募
し
て
１
０
０
通

か
ら
の
応
募
で
選
考
も
行
い
、『
春

日
の
杜
広
場
』と
決
め
た
。
こ
こ

で
、
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
や
そ
う
め
ん

流
し
を
す
る
の
も
い
い
。
子
ど
も

た
ち
も
楽
し
め
る
よ
う
に
地
域
の

み
ん
な
で
考
え
て
い
ろ
ん
な
こ
と
を

こ
こ
で
や
り
た
い｣

と
話
し
ま
す
。

　
残
念
な
が
ら
今
年
は
中
止
と

な
っ
て
し
ま
っ
た
川
内
川
花
火
大

会
で
す
が
、
昨
年
は
、
市
街
地
が

一
望
で
き
る
高
台
で
あ
る
こ
と
を

利
用
し
て
、
自
治
会
か
ら
住
民
に

呼
び
掛
け
、
こ
こ
に
想
像
を
上
回

る
80
人
が
集
ま
り
ま
し
た
。

そ
の
先
に
見
え
る
も
の

　｢

大
き
く
な
っ
た
ら
、
子
ど
も

た
ち
が
カ
ブ
ト
ム
シ
を
捕
り
に
来

れ
る
よ
う
に｣

と
ク
ヌ
ギ
の
木
も

植
栽
し
ま
し
た
。

　｢

完
成
度
は
90
パ
ー
セ
ン
ト｣

と

語
り
な
が
ら
も「
こ
こ
で
ジ
ャ
ン

プ
し
た
ら
市
街
地
の
上
で
、
跳
ん

で
る
よ
う
に
見
え
る
イ
ン
ス
タ
映

え
す
る
ス
ポ
ッ
ト
も
作
り
た
い｣

▲�川東会長（左）と藤田さん（右）の２人のどちらかが欠けても、
この景色は生まれなかったことでしょう。

手作りのベンチと市街地を一望できる景色が、ぜいたくな時間を演出してくれます。

と
藤
田
さ
ん
は
意
気
込
み
ま
す
。

　
散
歩
を
さ
れ
る
近
所
の
方
や
子

ど
も
連
れ
で
遊
び
に
来
る
方
も
ち

ら
ほ
ら
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。

　
少
し
ず
つ
で
す
が
、
着
実
に
藤

田
さ
ん
と
地
域
の
み
ん
な
の
思
い

は
、
実
を
結
び
始
め
て
き
て
い

ま
し
た
。
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　ページいっぱいのトマ
トやピーマンなど、みず
みずしい野菜を見るだ
けで元気が出ます。また、
ユーモラスな文と、野菜
のそばに描かれている
虫に、子どもはワクワク
します。今夏は、この絵
本を思い出しながら、た
くさんの野菜を食べて
ほしいです。

　森を抜け、丘に登り小さ
な町にやってきた旅人の画
家が、この町に住むことを
決め、人生をかけて成し遂
げた話を始め、「幸せは自分
で決める」「優しさは受け継
がれていく」「生き方が人生
になる」などがテーマの、人
気児童文学作家である著者
がはじめて紡ぐ大人のため
の短編集。

わたしの美しい庭
著／凪良　ゆう
　マンションの屋上庭園の奥にある地元
の人々からも親しまれている「縁切り神
社」。そこを訪れる《生きづらさ》を抱えた
人たちで紡がれる連作短編集になってい
ます。いろいろなものが心に絡んでしまっ
た時に読んでみたくなる一冊。さまざま
な《生きづらさ》を抱えたままでも、何も
かも受け入れてくれるような優しさに満
ちた物語です。ぜひ、本の装丁にも注目
してください。

　�新着本

　�おすすめ本

　「ぼくはねこ。町の
ねこたちはみんな名
前をもっていて、いつ
も自分の名前のじまん
をしている。でも、ぼ
くには名前がない…。」
ある日、お寺のねこに

「自分で名前をさがし
てつければ」と言われ、
町を歩きながら探して
見つけたのは……。

海の見える丘　
あなたの未来へ贈る５つの物語

作／くすのき　しげのり

へいわって　どんなこと？
作／浜田　桂子

なまえのないねこ
文／竹下　文子　絵 / 町田　尚子

昨日も 22時に寝たので
僕の人生は無敵です　　
著／井上　皓史

90 歳セツの
新聞ちぎり絵　
著／木村　セツ　

50 代からの疲れを
ためない小さな習慣
著／岸本　葉子

世界魔法道具の大図鑑
文／バッカラリオ／オリヴィエーリ
絵／ソーマ

いっぽんのせんとマヌエルピクニックのひ
文／マリア・ホセ・フェラーダ
絵／パト・メナ

　�中央図書館からのお知らせ
中央図書館 0996（22）3542
樋脇分館 0996（38）0009
入来分館 0996（44）5311
東郷分館 0996（42）0053
祁答院分館 0996（21）8755
里分館 09969（3）2958
上甑分館 09969（2）0001
下甑分館 09969（7）0311
鹿島分館 09969（4）2211

問　合　先

いっぱい　やさいさん
文／まど・みちお　絵/斉藤　恭久

　この絵本は、日本・中
国・韓国の絵本作家が手
をつなぎ、子どもたちに
贈る絵本です。平和につ
いて、｢ごはんが食べら
れる｣｢ぐっすり眠れる｣
｢友達と一緒に勉強がで
きる｣などの日々の暮ら
しから、｢戦争をしない｣
まで、分かりやすく紹介
しています。

■ 郷土の文芸誌『文化薩摩川内』（１冊 500 円）中央図書館で販売中
　・第 15 号　特別寄稿「人生に涙あり、そして教育は感動」　森　睦郎氏　他
　・第 14 号　特別寄稿「薩摩川内市の歴史的立ち位置・五題」　中俣　知大氏　他
　・第 13 号　特別寄稿「山本実彦先生と川内と私」　西園　靖彦氏　他

■ 16 号（来春発行）作品も募集中
　作品／ 短歌・俳句・川柳・さつま狂句（いずれも５作品づつ）、詩（1 篇 37 行以内）、 

随筆（所定の原稿用紙６枚以内）、文芸評論・小論・創作・小説（いづれも所定の
原稿用紙 20 枚以内）　＊所定の原稿用紙（23 字× 20 行）

　応募締切／ 9 月 25 日（金）
　応募・問合先／中央図書館

絵 本

絵 本絵 本

絵 本
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　新型コロナウイルス感染症の影響により落ち込んだ地域経済の回復を図るため、
市ではプレミアム付商品券を販売します。

みほん

①購入引換券（市内全世帯に発送）
②運転免許証などの身分証明（来場者本人のもの）
③印鑑（スタンプ印不可）　　④現金　　　

販売期間／

7月15日（水）〜
　　　10月30日（金）

商品券の使用期限／

　　12月31日（木）

発行者：薩摩川内市
薩摩川内観光物産キャラクター

西郷つん

薩摩川内市

12月31日令和2年 木
使用
期限

登録店

新型コロナウイルス感染症関連プレミアム付商品券事業

高速船甑島

K O S H I K I S H I M A   L I N E R

甑

見 本

見 本

見
 本

商品券の購入から使用までの流れ

100％のプレミアム付き　令和２年６月22日現在の市内全世帯の世帯主
が対象！
　１セット 10,000 円分の商品券を 5,000 円で
販売します。
　全世帯対象の引き換え方式なので、売り切れ
の心配はありません。 5,000円で10,000円分のお買い物ができます！

プレミアム付商品券を販売します！プレミアム付商品券を販売します！プレミアム付商品券を販売します！プレミアム付商品券を販売します！

１．購入に必要な物を準備します。

２．市内の郵便局で商品券を購入します。

３．使用登録のある店舗で商品券を使いましょう。

　市では、プレミアム付商品券を使用できる登録事業者を募集しています。
申込締切／ 11 月 30 日（月）
申込対象事業者／市内に店舗や事業所などを有し、かつ、日本標準産業分類に基づく次の業種を営む事業者
　　　　　　　　〇宿泊業 　〇飲食サービス業
　　　　　　　　〇小売業（ただし、本市に本店の登記をしている法人または本市に住民登録のある個人事業主に限る）
　　　　　　　　〇タクシー業　〇運転代行業　〇旅行業
申込方法／ 市ホームページ上にある登録申請書を記入の上、必要書類を添えて、市役所本庁プレミアム付商

品券事業プロジェクトチームまたは各支所へ直接

▲このポスターが目印です !

・使用期限後の使用や未使用分の返金、商品券の
交換、譲渡および売買はできません。また、著
しく破損、汚損した場合には使用できません。

・商品券の盗難、紛失または滅失について市は一切
責任を負いません。

・お釣りは出ません。
・不動産に関わる支払い、出資・債務・公共料

金の支払い、たばこ・有価証券・プリペイド 
カードなどの購入はできません。

商品券使用上の注意事項

みほん

＊�簡易郵便局では購入できません。また、
郵便局がない地区での巡回販売や日曜日
の臨時販売については、次号の広報紙お
よび市ホームページなどでお知らせしま
す。

＊�商品券が使用できる登録店舗などにはポ
スターを掲示しています。また、登録事
業者の店舗などの一覧については、プレ
ミアム付商品券特設ページ（薩摩川内観
光物産ガイドこころホームページ内）で
確認できます。

問合先／プレミアム付商品券事業プロジェクトチーム　（23）5010

登録事業者募集中！
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SATSUMASENDAI INFORMATION
イ
ベ
ン
ト
中
止
情
報

い
む
た
池
納
涼
花
火
大
会

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡

大
防
止
の
た
め
、
８
月
７
日（
金
）に

開
催
予
定
の「
い
む
た
池
納
涼
花
火

大
会
」は
中
止
と
な
り
ま
し
た
。

い
む
た
池
納
涼
花
火
大
会
実
行
委

員
会（
祁
答
院
支
所
内�

）

（
55
）１
１
１
１

募
集
記
事
の
変
更

　
広
報
薩
摩
川
内
６
月
25
日
号
２

ペ
ー
ジ
に
掲
載
の｢

甑
大
橋
開
通
記
念

プ
レ
イ
ベ
ン
ト
参
加
者｣

募
集
に
つ
い

て
、
対
象
に
変
更
が
あ
り
ま
し
た
。

変
更
前

対
象
／
当
日
健
康
な
状
態
で
参
加
で

き
る
方（
小
学
生
以
下
は
保
護
者
同

伴
）

変
更
後

対
象
／
甑
島
内
に
お
住
ま
い
で
、
当

日
健
康
な
状
態
で
参
加
で
き
る
方

（
小
学
生
以
下
は
保
護
者
同
伴
）

�

本
庁
建
設
政
策
課
企
画
総
務
Ｇ

（

３
１
２
１
）

催
し

川
内
歴
史
資
料
館
　
　
　 

戦
後
75
年
企
画
展「
資
料
で

た
ど
る
戦
争
の
記
憶
」

時
／
７
月
28
日（
火
）～
10
月
11
日

（
日
）

所
／
川
内
歴
史
資
料
館

内
容
／
当
時
の
人
々
が
置
か
れ
た
状

況
や
暮
ら
し
に
つ
い
て
、
収
蔵
資
料

を
通
し
て
紹
介

入
館
料
／

▼
大
人
＝
２
０
０
円

▼
小
・
中
・
高
校
生
＝
１
０
０
円

＊�

た
だ
し
、
小
・
中
・
高
校
生
は
土
・

日
曜
日
、
祝
日
は
無
料

�

川
内
歴
史
資
料
館

（
20
）２
３
４
４

企
画
展
　
　
　
　
　
　
　

「
火
星
・
木
星
・
土
星
展
」

時
／
７
月
18
日（
土
）～
令
和
３
年
１

月
11
日（
月
）

＊�

月
曜
は
休
館
日（
月
曜
日
が
祝
日

の
場
合
は
火
曜
日
）

所
／
せ
ん
だ
い
宇
宙
館
　

内
容
／
10
月
に
は
火
星
が
、
12
月
に

は
60
年
ぶ
り
に
木
星
と
土
星
が
、
地

球
に
大
接
近
す
る
こ
と
を
機
会
と
し

た
企
画
展

入
館
料
／

▼
高
校
生
以
上
＝
５
０
０
円

▼
小
・
中
学
生
＝
３
０
０
円

�

せ
ん
だ
い
宇
宙
館

（
31
）４
４
７
７

募
集

市
民
活
動
支
援
補
助
金
　

（
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
コ
ー
ス
）

　
地
域
活
性
化
の
た
め
に
自
ら
企
画

し
て
、
公
益
的
活
動
を
行
う
市
民
活

動
団
体
な
ど
が
実
施
す
る
事
業
に
対

し
て
補
助
金
を
交
付
し
ま
す
。

応
募
で
き
る
団
体
／
次
の
全
て
の
条

件
を
満
た
す
団
体

▼�

構
成
員
が
５
人
以
上
で
、
そ
の
過

半
数
が
本
市
に
住
所
を
有
し
、
活

動
拠
点
が
市
内
で
あ
る
団
体

▼�

こ
れ
か
ら
活
動
を
開
始
す
る
、
ま

た
は
活
動
期
間
が
お
お
む
ね
３
年

未
満
の
団
体

▼�

薩
摩
川
内
市
民
活
動
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
に
加
入
し
、
公
益
の
増
進
に
寄

与
す
る
活
動
を
行
う
任
意
団
体
、

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
な
ど

＊�

市
民
活
動
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
は
、

市
民
活
動
団
体
の
交
流
・
情
報
交

換
、
イ
ベ
ン
ト
な
ど
の
情
報
提
供

を
行
い
ま
す
。

▼�

規
約
な
ど
を
有
し
、
責
任
者
が
明

確
で
、
独
立
し
た
経
理
を
行
っ
て

い
る
団
体

■
次
の
団
体
は
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

・�

地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会
や
自

治
会
、
こ
れ
ら
に
類
す
る
団
体

・�

宗
教
活
動
や
政
治
活
動
な
ど
を
目

的
と
す
る
団
体

・�

暴
力
団
員
が
構
成
員
に
含
ま
れ
る

団
体
ま
た
は
そ
の
暴
力
団
員
の
統

制
下
に
あ
る
団
体

・�

性
風
俗
関
連
特
殊
営
業
を
営
む
者

が
構
成
員
に
含
ま
れ
る
団
体

対
象
経
費
／
対
象
と
な
る
事
業
の
実

施
に
直
接
必
要
と
な
る
経
費

＊�

た
だ
し
、
団
体
の
経
常
的
な
管
理

運
営
経
費
は
除
き
ま
す
。

補
助
金
額
／
補
助
対
象
経
費
に
次
の

補
助
回
数
に
応
じ
た
補
助
率
を
乗
じ

て
得
た
額（
た
だ
し
、
１
団
体
当
た

り
各
回
上
限
20
万
円
で
、
千
円
未
満

切
り
捨
て
）

▼
１
回
目
＝
80
％

▼
２
回
目
＝
70
％

▼
３
回
目
＝
50
％

応
募
方
法
／
本
庁
地
域
政
策
課
、
各

支
所
、
各
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
に
備
え
付
け
ま
た
は
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
上
に
あ
る
次
の
関
係
書
類
に

必
要
事
項
を
明
記
の
上
、
直
接
、
送

付関
係
書
類
／

▼
市
民
活
動
支
援
補
助
金
申
込
書

▼
事
業
計
画
書
・
事
業
収
支
計
画
書

▼
団
体
に
関
す
る
調
書

▼
団
体
構
成
員
名
簿

▼�

他
の
制
度
に
よ
る
補
助
・
助
成
ま

た
は
委
託
事
業
の
申
請
状
況

応
募
締
切
／
８
月
31
日（
月
）必
着

審
査
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル（
予
定
）／

▼�

９
月
中
旬
＝
一
次
審
査（
書
類
審

査
）

▼�

９
月
下
旬
＝
二
次
審
査（
公
開
ヒ

ア
リ
ン
グ
）

▼
10
月
＝
補
助
事
業
決
定

本
庁
地
域
政
策
課
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
・
生
涯
学
習
Ｇ（

４
６
１
３
）

市
営
住
宅
な
ど
の
入
居
者

募
集
住
宅
／

▼�

川
内
地
域
＝
ハ
イ
タ
ウ
ン
平
佐
、

若
葉
、
今
村
、
西
方
西
、
城
上
、

草
道
下
、
宮
里
城
、
勝
目
一
般
、

湯
田
一
般

▼
樋
脇
地
域
＝
八
幡

▼�

入
来
地
域
＝
愛
宕
、
鹿
子
田
、
立

山
一
般

▼�

東
郷
地
域
＝
前
原
、
東
園
、
南
瀬

一
般

▼�

祁
答
院
地
域
＝
藍
屋
、
会
田
、
砂

石
、
早
馬
、
会
田
一
般
、
原
口
特

公
賃

▼
里
地
域
＝
笠
掛

▼�

上
甑
地
域
＝
上
甑
宮
田
、
前
田
ふ

る
さ
と

▼
下
甑
地
域
＝
子
岳
、
浜
田
、
薬
師

▼
鹿
島
地
域
＝
松
崎
、
鹿
島
宮
田

応
募
受
付
期
限
／
７
月
22
日（
水
）必

着応
募
方
法
／

の
各
所
に
備
え
付
け

ま
た
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
に
あ
る

募
集

イ
ベ
ン
ト
な
ど
が
中
止
や
延
期

に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

情
報
掲
示
板

募
集
・
相
談
な
ど
の

最
新
情
報
を
チ
ェ
ッ
ク
！

イ
ベ
ン
ト

中
止
・
延
期
・
変
更
情
報
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申
込
書
に
必
要
事
項
を
明
記
の
上
、

直
接
、
送
付

抽
選
日
／
７
月
28
日（
火
）10
時
～

抽
選
場
所
／

の
各
所

注
意
事
項
／

＊�

申
し
込
み
が
重
複
し
た
場
合
、
抽

選
＊�

詳
し
く
は
募
集
案
内
を
参
照
く
だ

さ
い
。（

の
各
所
に
備
え
付
け
）

＊�

随
時
申
し
込
み
を
受
け
付
け
て
い

る
住
宅
も
あ
り
ま
す
の
で
、

の

各
所
へ
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

川
内
地
域
＝
平
野
商
事
㈱
市
営

住
宅
管
理
事
務
所

（
25
）１
９
０
０

本
土
４
地
域
＝
㈱
橋
口
組
市
営

住
宅
管
理
セ
ン
タ
ー

（
37
）２
５
３
３

甑
島
地
域
＝
各
支
所

統
計
グ
ラ
フ
コ
ン
ク
ー
ル
　

作
品

　
自
ら
観
察
、
調
査
し
た
結
果
を
グ

ラ
フ
に
し
、
ポ
ス
タ
ー
を
作
っ
て
み

ま
せ
ん
か
。

用
紙
規
格
／
仕
上
げ
寸
法
Ｂ
２
判

応
募
締
切
／
９
月
４
日（
金
）必
着

応
募
方
法
／
直
接
、
送
付

＊�

詳
細
は
県
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
で

ご
確
認
く
だ
さ
い
。

鹿
児
島
県
統
計
協
会（
県
庁
統

計
課
内
）〒
８
９
０
‐
８
５
７
７

鹿
児
島
市
鴨
池
新
町
10
‐
１

０
９
９（
２
８
６
）２
４
７
３

宇
宙
館
科
学
工
作
　
　
　

「
パ
タ
パ
タ
飛
行
機
」

時
／
７
月
26
日（
日
）

▼
午
前
の
部
＝
10
時
～
12
時

▼�

午
後
の
部
＝
13
時
30
分
～
15
時
30

分
所
／
少
年
自
然
の
家
　
森
の
遊
学
館

内
容
／
ゴ
ム
の
力
を
使
っ
て
、
鳥
の

よ
う
に
羽
ば
た
き
な
が
ら
飛
ぶ
不
思

議
な
飛
行
機「
パ
タ
パ
タ
飛
行
機
」の

組
み
立
て
と
仕
組
み
の
学
習

対
象
／
小
・
中
学
生

＊
小
学
生
は
保
護
者
同
伴

定
員
／
各
部
先
着
25
人

参
加
料
／
４
０
０
円

＊
１
人
１
セ
ッ
ト
の
み

＊�

材
料
代
と
せ
ん
だ
い
宇
宙
館
入
館

料（
子
ど
も
１
人
分
）を
含
む

申
込
開
始
／
７
月
３
日（
金
）10
時
～

申
込
方
法
／
電
話

せ
ん
だ
い
宇
宙
館

（
31
）４
４
７
７

中
学
生
夏
休
み
集
中
講
座

時
・
所
／

▼
８
月
３
日（
月
）・
４
日（
火
）

　
東
郷
公
民
館

▼
８
月
６
日（
木
）・
７
日（
金
）

　
祁
答
院
保
健
セ
ン
タ
ー

▼
８
月
11
日（
火
）・
12
日（
水
）

　
入
来
文
化
ホ
ー
ル

▼
８
月
18
日（
火
）～
20
日（
木
）

　
川
内
文
化
ホ
ー
ル

▼
８
月
25
日（
火
）・
26
日（
水
）

　
樋
脇
保
健
セ
ン
タ
ー

＊�

午
前
の
部
＝
９
時
～
12
時
、
午
後

の
部
＝
13
～
16
時（
午
前
の
部
ま

た
は
午
後
の
部
の
ど
ち
ら
か
だ
け

の
参
加
や
全
て
の
参
加
も
可
能
）

内
容
／
夏
休
み
の
宿
題
や
教
材
を
各

自
で
持
ち
込
ん
で
、
自
習
し
な
が
ら

分
か
ら
な
い
と
こ
ろ
を
質
問
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

＊�

昼
食
、
飲
み
物
、
マ
ス
ク（
受
講

中
は
必
ず
マ
ス
ク
を
着
用
）は
各

自
ご
準
備
く
だ
さ
い
。

対
象
／
市
内
に
居
住
す
る
中
学
生

定
員
／
各
回
先
着
15
人

＊
要
事
前
予
約

＊
参
加
無
料

申
込
方
法
／
直
接
、
フ
ァ
ク
ス
、
電
話

本
庁
障
害
・
社
会
福
祉
課
相
談

支
援
Ｇ
勘か

ん

場ば

・
福ふ
く

谷た
に（

２
５
６
２
）

（
23
）０
８
０
８

簿
記
２
級
講
座

時
／
８
月
31
日
～
11
月
11
日
の
原
則�

月
・
水
・
金
曜
日
18
時
30
分
～
21
時

（
全
31
回
）�

＊
祝
日
は
休
講

＊
検
定
日
は
11
月
15
日（
日
）

所
／
川
内
能
力
開
発
協
会
川
内
技
術

開
発
セ
ン
タ
ー（
青
山
町
）

対
象
／
日
商
簿
記
検
定
２
級
を
目
指

す
方
、
簿
記
を
学
ん
で
み
た
い
方

定
員
／
10
人
程
度

＊�

申
込
状
況
に
よ
り
中
止
す
る
場
合

も
あ
り
ま
す
。

受
講
料
／
４
万
２
０
０
０
円（
テ
キ

ス
ト
代
含
む
）

申
込
締
切
／
８
月
11
日（
火
）

申
込
方
法
／
直
接
、
電
話
ま
た
は
住

所
、
氏
名
、
連
絡
先
を
明
記
の
上
、

フ
ァ
ク
ス
ま
た
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上

の
申
し
込
み
フ
ォ
ー
ム
に
入
力

＊�

申
込
書
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
か
ら

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

川
内
能
力
開
発
協
会
川
内
技
術

開
発
セ
ン
タ
ー

（
22
）３
８
７
３

（
20
）６
４
２
３

県
立
宮
之
城
高
等
技
術
専
門
校

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
・
　

令
和
３
年
度
入
校
生（
推
薦
）

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス

（
木
工
・
建
築
大
工
の
体
験
入
校
生
）

時
／
７
月
28
日（
火
）９
時
～
12
時
30
分

所
／
県
立
宮
之
城
高
等
技
術
専
門
校

内
容
／
施
設
見
学
、
家
具
製
作
や
建

築
大
工
の
技
能
体
験

対
象
／
中
学
生
・
高
校
生
・
一
般

＊
お
お
む
ね
30
歳
ま
で
の
方

定
員
／
先
着
30
人

＊
参
加
無
料

＊�

１
日
障
害
保
険（
50
円
程
度
）の
加

入
が
必
要

申
込
締
切
／
７
月
21
日（
火
）

申
込
方
法
／

▼
学
生
＝
学
校
を
通
し
て
申
し
込
み

▼�

一
般
＝
事
前
に
電
話
で
確
認
の
上
、

送
付
、
フ
ァ
ク
ス

令
和
３
年
度
入
校
生（
推
薦
）

募
集
学
科
／
室
内
造
形
科
・
建
築
工
学
科

受
付
期
間
／
９
月
１
日（
火
）～
25
日

（
金
）当
日
消
印
有
効

応
募
資
格
者
／
学
校
長
の
推
薦
を
受

け
、
高
校
を
令
和
３
年
３
月
に
卒
業

見
込
み
の
者
ま
た
は
本
校
修
了
後
、

就
職
を
前
提
と
し
て
事
業
主
が
推
薦

す
る
お
お
む
ね
25
歳
以
下
の
者

＊
家
業
継
承
予
定
者
を
含
む

募
集
定
員
／
各
学
科
10
人
程
度

選
考
日
／
10
月
２
日（
金
）

選
考
場
所
／
県
立
宮
之
城
高
等
技
術

専
門
校（
さ
つ
ま
町
）

選
考
方
法
／
筆
記
試
験（
適
正
試
験
）、

面
接

応
募
方
法
／
送
付

＊�

応
募
資
格
・
出
願
手
続
き
な
ど
、

詳
し
く
は
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
で

ご
確
認
く
だ
さ
い
。

〒
８
９
５
‐
１
８
０
４
　
薩
摩

郡
さ
つ
ま
町
船
木
８
８
１
　
県
立
宮

之
城
高
等
技
術
専
門
校

（
53
）０
２
０
７

（
53
）０
９
９
３

▲川内能力開発
　協会ＨＰ

▲県立宮之城
　高等技術専
　門校ＨＰ
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訓
練
生

パ
ソ
コ
ン
基
礎
科
訓
練
生

訓
練
期
間
／
９
月
９
日（
水
）～
12
月

８
日（
火
）

＊
原
則
月
～
金
曜
日
の
９
時
～
16
時

所
／
㈱
フ
ォ
ー
エ
バ
ー
川
内
教
室

（
西
向
田
町
６
‐
32
　
５
階
）

内
容
／
パ
ソ
コ
ン
の
基
礎
的
な
知

識
・
技
能
の
習
得
お
よ
び
キ
ャ
リ
ア

支
援
な
ど

定
員
／
24
人

申
込
締
切
／
８
月
17
日（
月
）

選
考
試
験
日
／
８
月
26
日（
水
）

＊
９
時
ま
で
に
集
合

介
護
・
福
祉
科
訓
練
生

訓
練
期
間
／
９
月
14
日（
月
）～
令
和

３
年
３
月
12
日（
金
）

＊
原
則
月
～
金
曜
日
の
９
時
～
16
時

所
／
峰
山
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー（
高
江
町
）

内
容
／
介
護
の
学
科
、
実
技
お
よ
び

施
設
実
習
な
ど

定
員
／
24
人

＊
託
児
サ
ー
ビ
ス
あ
り（
５
人
）

申
込
締
切
／
８
月
21
日（
金
）

選
考
試
験
日
／
８
月
31
日（
月
）

＊
９
時
ま
で
に
集
合

応
募
資
格
／
雇
用
保
険
受
給
資
格
者

（
優
先
）・
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
求
職
登

録
し
て
い
る
方
で
、
安
定
所
長
の
受

講
推
薦
が
受
け
ら
れ
る
方

＊
受
講
無
料

＊�

テ
キ
ス
ト
代
と
訓
練
生
総
合
保
険

料
は
自
己
負
担

選
考
場
所
／
県
立
宮
之
城
高
等
技
術

専
門
校（
さ
つ
ま
町
）

申
込
方
法
／
直
接

最
寄
り
の
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

県
立
宮
之
城
高
等
技
術
専
門
校

（
53
）０
２
０
７

相
談

若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
出
張
無
料
相
談【
要
予
約
】

　
働
く
こ
と
に
自
信
が
な
い
、
適
し

た
仕
事
が
見
い
だ
せ
な
い
な
ど
の
相

談
に
応
じ
ま
す
。

時
／
毎
月
第
２
・
４
水
曜
日
13
時
～

17
時

所
／
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
川
内（
若
葉
町
）

対
象
／
15
歳
か
ら
49
歳
ま
で
の
若
年

者
と
そ
の
家
族

予
約
方
法
／
電
話

か
ご
し
ま
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス

テ
ー
シ
ョ
ン

０
９
９（
２
９
７
）６
４
３
１

特
設
人
権
相
談

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡

大
防
止
の
た
め
、
９
月
末
ま
で
特
設

人
権
相
談
所
の
開
設
は
中
止
し
ま
す
。

　
な
お
、
電
話
ま
た
は
メ
ー
ル
で
の

人
権
相
談
は
引
き
続
き
受
け
付
け
て

い
ま
す
の
で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

▼
み
ん
な
の
人
権
１
１
０
番

�

０
５
７
０（
０
０
３
）１
１
０

▼
女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

�

５
７
０（
０
７
０
）８
１
０

▼
子
ど
も
の
人
権
１
１
０
番

�

０
１
２
０（
０
０
７
）１
１
０

▼�

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
人
権
相

談
窓
口

鹿
児
島
地
方
法
務
局
川
内
支
局

（
22
）�

２
３
０
０

お
知
ら
せ

ね
た
き
り
老
人
介
護
手
当

　
次
の
全
て
の
要
件
に
該
当
す
る
方

は
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

＊ 
特
別
障
害
者
手
当
ま
た
は
経
過
的

福
祉
手
当
を
受
給
さ
れ
て
い
る
方

は
対
象
外
で
す
。

要
件
／

▼�

在
宅
の
要
介
護
高
齢
者
・
介
護
者

共
に
本
市
に
１
年
以
上
住
所
を
有

し
て
い
る
こ
と

▼�

要
介
護
４
ま
た
は
５
と
認
定
さ
れ

た
65
歳
以
上
の
高
齢
者
を
、
基
準

日（
８
月
１
日
）か
ら
過
去
６
カ
月

間
に
３
カ
月
以
上
継
続
し
て
介
護

し
て
い
る
こ
と

▼�

要
介
護
高
齢
者
・
介
護
者
と
同
一

世
帯
の
世
帯
員（
同
居
者
）全
員
が
、

市
民
税
所
得
割
が
課
税
さ
れ
て
い

な
い
こ
と

支
給
額
／
６
万
円

申
請
期
間
／
８
月
３
日（
月
）�

～
31
日

（
月
）

＊
土
・
日
曜
日
、
祝
日
を
除
く

必
要
な
物
／
介
護
者
の
印
鑑（
ス
タ

ン
プ
印
を
除
く
）、
介
護
者
名
義
の

通
帳

本
庁
高
齢
・
介
護
福
祉
課
高
齢

者
福
祉
Ｇ（

２
６
７
３
）ま
た
は
各

支
所

国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証

の
更
新
な
ど

国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証
の
更
新

　
新
し
い「
国
民
健
康
保
険
被
保
険

者
証
」を
７
月
末
ま
で
に
送
付
し
ま

す
。
現
在
お
持
ち
の
被
保
険
者
証
の

有
効
期
限
は
、
７
月
31
日
ま
で
で
、

８
月
１
日
以
降
は
使
用
で
き
ま
せ
ん

の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

＊�

新
し
い
被
保
険
者
証
の
有
効
期
限

は
、令
和
３
年
７
月
31
日
ま
で（
令

和
３
年
７
月
31
日
ま
で
に
75
歳
に

到
達
さ
れ
る
方
は
、
誕
生
日
の
前

日
ま
で
）

＊�

就
学
の
た
め
に
他
市
町
村
へ
転
居�

し
、
マ
ル
学
被
保
険
者
証
が
必
要

な
方
は
手
続
き
が
必
要

入
院
や
高
額
な
外
来
診
療
を
受
診
さ 

れ
る
皆
さ
ん
へ

　「
限
度
額
適
用
認
定
証
」を
医
療
機

関
に
提
示
す
る
と
、
保
険
適
用
分
の

医
療
費
の
窓
口
負
担
が
、
高
額
療
養

費
の
自
己
負
担
限
度
額
ま
で
の
支
払

い
で
済
み
ま
す
。

　
ま
た
、
市
民
税
非
課
税
世
帯
の
方

に
は
、
窓
口
で
の
支
払
い
が
自
己
負

担
限
度
額
ま
で
で
済
み
、
入
院
時
の

食
事
代
を
減
額
す
る「
限
度
額
適
用
・

標
準
負
担
額
減
額
認
定
証
」が
交
付

さ
れ
ま
す
。

　
現
在
、
国
民
健
康
保
険
で
交
付
し

て
い
る
こ
れ
ら
の
認
定
証
の
有
効
期

限
は
７
月
31
日（
金
）ま
で
で
す
。

　
引
き
続
き
必
要
な
方
は
、
改
め
て

交
付
の
申
請
が
必
要
で
す
。

申
請
受
付
／
７
月
１
日（
水
）か
ら
事

前
受
け
付
け
を
し
て
い
ま
す
。

＊�

限
度
額
適
用
認
定
証
な
ど
は
８
月

１
日
を
基
準
と
し
て
い
る
た
め
、

７
月
申
請
分
も
交
付
は
８
月
以
降

に
な
り
ま
す
。

＊�

交
付
の
条
件
や
手
続
き
に
必
要
な

物
は
右
記
の
と
お
り
で
す
。

本
庁
保
険
年
金
課
国
保
Ｇ（

２
８
４
１
～
２
８
４
３
）

相
談

お
知
ら
せ

交付対象年齢および交付条件 手続きに必要なもの

【70歳未満】
申請時に、国民健康保
険税に滞納がないこと

・ 国民健康保険
被保険者証

・ マイナンバー
カードまたは
通知カード

・ 領 収 書（ 市 民
税非課税世帯
で、過去１年
間の入院日数
が90日を超え
る方）

【70歳以上74歳未満】
・ 世帯主および国民健

康保険被保険者全員
の令和２年度市民税
が非課税の方

・ 保険証の負担割合が
「３割」かつ課税所得
が690万円未満であ
ること

▲法務省
　インターネット
　人権相談受付
　窓口
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…問合先　 …申込先・提出先　 …電話番号　 …内線　 �…FAX　 �…メールアドレス

「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
　

感
染
症
」 相
談
窓
口

　
市
で
は
、
本
庁
お
よ
び
支
所
に
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
関
す

る
相
談
窓
口
を
設
置
し
て
い
ま
す
。

薩
摩
川
内
市
役
所
　
本
庁
　

０
９
９
６（
23
）５
１
１
１

【
各
種
相
談
窓
口
】

　
左
記
の
窓
口
で
は
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
よ
る
相

談
お
よ
び
各
種
支
援
な
ど
の
相
談
を

受
け
付
け
て
い
ま
す
の
で
、
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

相　談　項　目 窓　口（問 合 先）

新型コロナウイルス感染症に関する健康相談（全般） 市民健康課（すこやかふれあいプラザ内）
0996（22）8811

市税・国民健康保険税の納税相談 本庁収納課（ 2467・2424）
後期高齢者医療保険料の納付相談 本庁保険年金課（ 2832）
介護保険料の納付・減免措置に関する相談 本庁高齢・介護福祉課（ 2622）
国民健康保険税の減免措置に関する相談 本庁税務課（ 2233）
国民年金保険料の免除措置に関する相談 本庁保険年金課（ 2821）
市営住宅の家賃減免措置・市営住宅の提供の相談 本庁建築住宅課（ 3611）

水道料金・下水道使用料の支払猶予などの相談
本土地域／水道局お客さまセンター

0996（20）8500
甑島地域／各支所窓口

農林水産業経営に関する相談

本庁農政課（ 4461）
本庁畜産課（ 4231）
本庁林務水産課（ 4261・4271）
本庁六次産業対策課（ 4451）
本庁農業委員会事務局（ 5621）

中小企業・小規模事業者を対象とした資金繰りや事業継
続・雇用に関することの相談 本庁商工政策課（ 4321・4322・4323）

特別定額給付金（１人につき10万円）に関する相談 特別定額給付金事業プロジェクトチーム
 専用電話　0996（23）5188

子育て世帯への臨時特別給付金についての相談 本庁子育て支援課（ 2364）

新しい生活様式の実践 !
新型コロナにならない・うつさない！

〇お住まいが危険区域の方は、まずは、親戚や知人宅な
どの安全が確保できる避難も検討してください。
〇必要なものをご準備ください。
　可能な限り必要な備蓄品やマスク・体温計・消毒液
などをお持ちくださるようお願いいたします。

　大雨や台風の発生する時期になりました。市民の皆さまにおかれましては、新型コロナウイルスの感染
拡大も懸念される中でありますので、災害などにより避難される場合には、次のことにご注意くださいま
すようお願いいたします。

避難所における
新型コロナウイルス感染症対策について

避難を検討するとき

〇マスクの着用と手洗い（手、指の消毒）、体温の申告（測
定）、せきエチケットにご協力をお願いいたします。
〇できるだけ間隔をあけて（約２ｍ）ください。
〇発熱やせきなどの症状がある場合や体調が悪くなった
場合は、すぐに避難所の担当者にお知らせください。

避難をしたとき
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献血にご協力ください
わたしの街から届ける力、あなたの気持ちで救える命

市民の動き（6月1日現在）

市内交通事故の発生状況（累計）
（R2/1/1 ～ R2/6/8）

区　分 件　数
交通事故 90 件（前年比−��15 件）
死　　者 １件（前年比�＋���１件）
負 傷 者 96 件（前年比�−��19 件）

＊住民基本台帳人口

＊（　　）は前月に対する増減数です。

市内火災・救急・救助の発生状況（累計）
（R2/1/1 ～ R2/6/10）

区　分 件　数
火　災 24 件（前年比＋��� 1 件）
救　急 1,733 件（前年比−139 件）
救　助 25 件（前年比−��� �5 件）

＊火の取り扱い、熱中症には十分注意してください。

時／ 7月27日（月）�
9時30分～11時45分・13時～16時
所／川内文化ホール
問合先／
市民健康課予防G（川内保健センター内）
（22）8811
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　今回は、ものごとの度合いを表すせんで弁を、少
ない方からだんだん多くなっていく段階で紹介する
つん。

　 せんで弁（意味）
「いっちょん」（少しも）

　　　　  ↓
「ちっと」「ちった」（少し）

　　　　  ↓
「がっつい」（ちょうど）

　　　　  ↓
「おてちき」（十分、さんざん）
　　　　  ↓　　　　
「ごいと」「ずんばい」
（ごっそり、たくさん）

　　　　  ↓
「じょじょん」「そがまし」
（相当な、だいぶ）

　　　　  ↓
「わざれ」（非常に、すごく）

　　　　  ↓
「あばてんね」
（ものすごい、おびただしい）

こんなに
バリエーションに
富んだ表現を持つ
せんで弁。
知るほどに面白い
つん。

せんで弁講座
ものごとの度合いを表すせんで弁を段階で知ろう
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税の納期（7月分）

５
月
届
出
分
（
敬
称
略
）

5
月
届
出
分
（
敬
称
略
）

■総人口 93,929人（− 36人）
　男　性 45,216人（− 23人）
　女　性 48,713人（−��13人）
■世帯数 46,119世帯（− 17世帯）

少ない

多い

＊納期限内に納付することが困難な場合は、
　本庁収納課（ 2467）へ

税　目 納期限
固定資産税２期 7月31日（金）
国民健康保険税１期 7月31日（金）
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切り取ってご利用ください。

　広報室ではお便り、絵手紙、写真などを募集しています。
住所・氏名・年齢・連絡先・ペンネームを明記の上、はがき・
封書・メールで投稿ください。
＊ 文章は、必要に応じて添削する場合があります。
投稿・問合先／本庁広報室内読者のひろば係

koho@city.satsumasendai.lg.jp

＊�

う
ぶ
ご
え
と
お
く
や
み
は
、
本
庁
市

民
課
ま
た
は
各
支
所
に
届
け
出（
出

生
・
死
亡
）を
さ
れ
た
方
で
、
広
報
紙

へ
の
掲
載
に
同
意
さ
れ
た
方
の
み
を

掲
載
し
て
い
ま
す
。

読 者 の ひ ろ ば
お便り募集
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８ ９ ５　８　６ ５　０郵 送 の 際 は
63 円切手を
貼 付 く だ さ
い。
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〇新型コロナウイルス感染症対策の一環として、市
内の飲食店などが行っているテイクアウト（お持
ち帰り）とデリバリー（出前）の情報を市や薩摩川
内観光物産ガイドこころのホームページでご案内
しています。

〇テイクアウト＆デリバリーを行
う店舗の情報は随時募集してい
ますので、掲載を希望する事業
者の皆さまは、川内商工会議所、
薩摩川内市商工会、薩摩川内市
飲食業組合、薩摩川内市観光物
産協会にお問い合わせください。

▲薩摩川内観光物産
ガイドこころHP
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終
息
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願
っ
て

　
川
内
川
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河
川
敷

を
歩
い
て
い
る
と
美
し

い
夕
日
に
目
が
止
ま
り
、

思
わ
ず
シ
ャ
ッ
タ
ー
を

切
り
ま
し
た
。

　
世
界
中
で
は
、
ま
だ 

ま
だ
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

で
大
変
な
状
況
で
す

が
、
ど
こ
の
世
界
で
も

見
る
夕
日
は
同
じ
。
こ

の
夕
日
が
沈
む
よ
う
に

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
も
い

つ
か
終
息
す
る
日
が
来

る
。
そ
ん
な
こ
と
を
考

え
る
ひ
と
と
き
で
し
た
。

（
空
気
ブ
ラ
ン
ド
　
54
歳
）

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
ま
け
る
な

（
草
水
の
ド
ン
カ
メ
　
84
歳
）

お姉ちゃんになりました。姉弟仲良く遊んでねー！
（パパ&ママより）

結婚・出産・就職時の記念写真や家族で撮った写真
など、皆さんからの投稿をお待ちしています。

提出・問合先／本庁ひとみらい政策課（内線 4741）
　　　　　　　　�hitomirai@city.satsumasendai.lg.jp

　今月掲載された方のうち、お１人にホテル祁答院の｢ビア
ガーデンペア招待券｣をプレゼント。ホテル祁答院は地上
14 階建て、全客室からゴルフコースを一望できます。また、
温泉・露天風呂をはじめ、結婚式会場やテニスコート、屋
外プールを備えたリゾートホテルです。プールサイドで行
う毎年恒例の夏のビアガーデンは大変好評です。また、隣
接する祁答院ゴルフ倶楽部との
宿泊プランもあります。
　その他、掲載された方には、
竹ノート（Ａ５版）をプレゼント
します。

ホテル祁答院（祁答院町下手3611番地）
（55）1700

読 者 の ひ ろ ば

242020.07.10 広報
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消防局　　　〒895-0072　中郷町5031-1
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＊�夜間救急当番医や水道サービスセンターの情報
が電話で確認できます。

やくしょにコール

　今月の表紙は、全国の花火師たちがコロナに打ち勝つ希望と
元気を届けるため実施した「悪疫退散祈願 cheer up！花火」と「花
の日・こどもの日」で医療機関などに花束を届けた、のぞみ幼
稚園園児らの笑顔を、「花」をキーワードに掛け合わせたデザイ
ンです。昨今のコロナ感染症による不安感を跳ね飛ばすような、
明るく前向きになれるメッセージを込めました。みんなそろっ
て花火を見上げる日常が、一日でも早く戻りますように。

新型コロナウイルスは、いつになったらなくなるので
しょうか。５月25日、国による新型コロナウイルス

感染症にかかる緊急事態宣言が全国で解除され、県内でも同
様に緩和されましたが、新型コロナウイルスはなくなってい
ません。里町でも、８月13日の里夏祭り、かずらたて、９
月のウィンドサーフィンでの甑海峡横断レースなど、イベン
トの中止も増えており、市内のイベントも軒並みに中止と
なっています。
　今、全国でもいろんなイベントなどが中止となっており、
どういった状況になるのか分かりません。里町での一大イベ
ントでもある、かずらたてや甑海峡横断レースなどの中止で
気持ちが落ち込んでいます。元の生活に戻るのはいつになる
のか、はっきりとしてませんが、皆さんと一緒に新型コロナ
に感染しないよう常日頃、気を付けていきたいものです。そ
して、来年度になったら里町を含め本市での各イベントが開
催できることを祈っています。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

（村岡 [里] ）

担当者の声

問合先／ 本庁広報室広聴広報Ｇ（内線 633）

◀︎ Android 版 ◀︎ iOS 版

広報紙アプリ「マチイロ」
　スマートフォンやタブレットで「広報薩摩川内」を読むこと
ができます！ぜひご利用ください。

◎今月の表紙
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Ｐ24　 読者のひろば
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